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第六期長期・調整計画策定委員会 傍聴者アンケート 
第２回実施分（令和４年９月 18日開催） 自由記載欄 

【傍聴者 会場７名・オンライン６名】 

 

 

○ 今回の策定委員会で印象に残った、または興味のある議論や課題がありましたら記入してくださ

い。 

 

・市長と委員のやり取りは密度が高く、よい緊張感があって実に興味深かった。 

 

・委員「人口推計は無理」「柔軟に対応できる体制づくりこそが肝要」明確に言い切られたことに同意。 

 

・市長から保健センター増築の話がありました。その際に公会堂の例も挙げてましたが、公会堂は改修

や新築などいくつかのプランが提示されていました。一方、保健センターは4000㎡以上の増築のみの

プラン提示。中身は決まっていない。一緒の話ではありません。保健センターはそもそも大規模改修

でした。①大規模改修、②2000㎡増築などのプランを示してもらえれば、おっしゃることも理解でき

ましたが、やはり異なる話です。あれで40億円の税金投入は受け入れられません。 

 

・市民参加について。前回話していた委員もいらっしゃいましたが、やはり市民も「情報を取りに行く」

姿勢が必要だと思う。市報、市ホームページ等、情報公開している事に対して「私は知らなかったか

ら反対」のゴリ押しはなしでしょう。 

 

・どの意見もとても興味深いものでした。 

 保健所問題は、三鷹市で市民団体が市長要請をしている話を聞いていて、市ができることの難しさを

感じていたので、今日の市長との意見交換を聞き、課題がよくわかりました。ぜひ六長調策定委員会

で児童相談所ともども議論していただければと期待しています。 

 

・５０代以上方の意見は現状維持が多め、若い方は未来に向けた考えがある。 

 

・多様な価値観や人がいることは、街の強みになる。障害、性も同じ（ｂｙ市長） 

 

・未来の環境について若い人のほうが敏感。若い人の意見を取り入れたい。そのとおりだと思います。

未来を見てる人の意見大事だと思います。 

 

○ その他、ご意見・ご感想などありましたら記入してください。 

 

・コロナ禍を経験して、調整計画の役割が過去に比べて非常に重いと感じます。 

 

・寄せられた意見にひとつひとつ誠実に答える。それをまじめにやり抜いている武蔵野市はすごい

と思っています。 
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・将来人口推計を正確に当てることはできないかもしれませんが、右肩上がりに人口が増加すると

いう見通しは明らかにミスリードするものと考えられます。現在の速報ベースのように 14.8 万

人が 16.1万人に 30年後は人口が増加するのでしょうか。移転による人口変化の大きな武蔵野市

で、コーホート式はそぐわないです。住宅着工件数や国全体の人口減少を将来人口推計に折り込

めるように将来人口推計の抜本的な見直しが必要です。ご検討ください。 

 また、少なくとも武蔵野市に移転してくる人の母数は全国の人口であるべきです。武蔵野市の人

が引っ越してくるわけではないので、引っ越してくる人の母数が武蔵野市の人口を母数とするの

は誤りとしか言いようがありません。 

 武蔵野市の 30年後の未来に責任を持った将来人口推計が必要だと思います。 

 

・かゆい所に手が届く策定委員会でありがたいです。議論を聞いていて楽しい。 

 

・オンラインツールについて、個人的な実感ですが、45才以上ぐらいの女性で子育てで退職した人

たちの中には、就職時（90年代？）にはＰＣを使う機会がなく、その後の生活でＰＣ、タブレッ

トやオンラインツールを使う必要がなく慣れていないという方が割といるのではないかと思い

ます。（ＰＴＡや地域活動をする中で感じました）そういった層の方がオンラインツールを使え

るようになる講座があっても面白いかも。（高齢者向けは割と見かけますが…） 

 

・併用でオンラインを申し込んでおけばよかったと自転車を走らせながら反省しました。リアルで

見たいのと資料をダウンロードするのが容量（枚数）が多くて大変なので、なるべく傍聴は直接

参加したのですが、今日はさすがに大雨で…。委員の方々、職員の方々には本当に頭が下がる思

いです。「市民参加」は本当に大変ですが、市民であることに誇りを感じる今日この頃です。 

 

・議事２－（２）から始められたタブレットでの共有など新しく取り入れられていると感じました。

市民生活へも広まっていくといいと思います。 

 

・無作為抽出市民ワークショップに参加するにあたり、オンライン含め言語や障害のある方への情

報保障へも取り組み、幅広い人と意見の参加ができるようにお願いします。 

 

・前回の策定委員会での意見であったコミセンのＩＣＴ化、市長と委員との意見交換の中の出てき

た官民の連携でのガバナンス、何度も出てくるデジタル化。 

  

 

 

 

 

このシステムがうまく機能していない結果がコミセンが社会の常識を反映できていないところに

現れています。自主三原則が良い結果になるようにエンパシーしないと。 

 

（※文字及び文章はできる限りアンケートに記入されていた原文のまま記載しています。） 

  ニーズ・意見          ガバナンス 

市民   コミュニティ協議会   行政 

 


